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赤塚公園武蔵野台地崖線 植物モニタリング活動 

 

散歩しながらでも見つけられる珍しい花 
毎週のように行っている植物観察活動（モニタリン

グ）は、左のマップの S地点（ため池公園の梅林下）に

集まって出発し、まず①城址地区をひと回りします。S

の地点に戻ってきてから、今度は道路を渡って②八丁目

の林の外側で街路に咲いている植物や林の中をのぞきな

がら、新大宮バイパスにかかる陸橋を渡って③大門地区

に入り、同地区のいちばん東側の大門広場 E地点で解散

となります。 

観察中に草取りをするなど特別な場合を除いては、林

の中に入ることはありません。林床（りんしょう＝林の

中の地面）を無用に踏み荒らすことは良くないので、一

般道路か緑道の誰でも歩ける道から観察しています。そ

れでも、ここには他の場所ではなかなか出会うことが出

来ない花がたくさんあります。 

赤塚城址のてっぺん、本丸跡のバッタ広場の前の草む

らでは、いまチカラシバ（右の写真）が全盛。同

じイネ科のエノコログサを巨大化したような野草です

が、雨の降った後、穂先に雨粒を溜めているのがとても

きれいでした。花の付き方がミズヒキに似ていて黄色い

花を付けているのは下の左の写真キンミズヒキ。

ミズヒキはタデ科ですが、こちら

はバラ科の植物です。バッタ広場

の囲いの樹木に絡んで花を咲かせ

ているのはガガイモ。今の

時期は花よりも大きな莢（さや）

状の果実が観られます。こちら

はキョウチクトウの仲間。 
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「八丁目の林」の不思議 
前ページのマップに②八丁目の林とあ

りますが、赤塚公園にはこの地区名はあ

りません。マップをよく眺めると、城址

地区とは大昔からあった谷筋（今は下赤

塚駅につながる赤塚中央通り）と区切ら

れています。その一方で大門地区の崖線

とはラインが繋がっています。マップで

は新大宮バイパスによって分断されてい

ますが、1974（昭和 49）年に都立赤塚公

園が開園した当時はまだ新大宮バイパス

は出来ていなかったので、もともとは大門地区の一部として

扱われていたと思われます。そのために、このエリアの地区

名がないのでしょう。 

三角地帯のこの②エリアは、狭い面積にもかかわらず、他

の場所では見られない野草がたくさん生きています。ボラン

ティア活動者は昔からここを独立したエリアとして「八丁目

の林」と呼んできました。不思議なことに今でも初観察の種

が続々と出てくる場所です。 

9/14の観察活動では、赤塚中央通りからコンクリートの擁壁の上を見上げたらセンニン

ソウがたくさん咲いていました（写真上）。赤塚公園では滅多に見られない希少な種です。ま

た、ここから大門方向へ上る階段の途中にはセンダンの木があり（２枚目階段の右の林から

人の頭上にせり出した樹木）、青い実を鈴なりに付けていました。両種ともに以前から元気に生き

ていたはずで、わたしたちが気付かないまますごしてきたのでしょう。 

クズの花が手に取るように見られる唯一の場所 

この八丁目の崖上の部分、新大宮バイパス

トンネルの壁のある道は国の管理です。サツ

キツツジの植え込みの中に生えていたイタド

リはここでしか見られないものでしたが 9/14

の観察ではすっかり除草されていました。 

その代わりというのも変ですが、林の樹木

を覆っているクズは放置状態で、大門につ

ながる歩道橋のたもとからは花が間近に観察

できました。普通は樹木に絡んで高い所まで

伸びたつるの先で開花するので、このように

目線を合わせて観られるのは珍しいです。 

モニタリング（植物観察・記録）活動 だれでも歓迎！ 

10月までの予定 9/21、10/5、10/12、10/19 いずれも 9:00 

赤塚ため池公園梅林下出発 雨天中止 

お問合せは赤塚公園サービスセンターまで ☎０３－３９３８－５７１５ 


